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   We performed uroflowmetric study in 8 boys (7.14 years old), 20 young adults (1939 
years old) and 552 elderly men (40-93 years old) with a DISA 21C10 mictiometer, and 
obtained 753 studies. Uroflowmetric studies were classified into 6 patterns: N type (normal), 
NB type (neurogenic bladder: wave-like curve), OB type (obstructive diseases : flat curve), 
AP type (anterior peak), PP type (posterior peak) and OT type (others). We studied the 
relationship between age and uroflowmetry with patterns and flow rates (maximum flowrate= 
MFR, average flow rate=AFR). 
   In men over 19 years old, flowrates (MFR, AFR) decreased proportionally with age 
(MFR: 2.9 ml/s/10 years old, AFR: 1.6 ml/s/10 years old). In elderly men (over 40 years 
old), the N type flow curve decreased and OB type flow curves increased gradually with age. 













対 象 と 方 法
対象 は,ボ ランテ ィア と前立腺集団検診受診者 で
ある.群馬県においては,1981年より前立腺集団検診が




















と略す)を 用 い,150m豆以上の排尿量(小 児では
50ml以上)を 得た例で比較した.尿流量曲線の波型
に関しては,第2報4)と同様 に,N型 ・NB型・os
型 ・AP型・PPS・OT型の6型 に分類 し検討 した
(Fig.1).
結 果
1)各 年 代 に お け る 尿 流量 曲線 の波 型 お よび尿 流 量 率
(Table2,3,Fig.2)
小児8名(7～14歳,平 均10歳)の20回 の尿 流 量測
定 で は,N型;17回(85%),OB型:2回(10%),
OT型:1回(5%0)で あ った,50ml以 上 の 排 尿 量





































































































































































で あ り,大 部 分 が正 常 波 型 を示 した.150ml以 上 の
排 尿 量 に おけ る尿 流 量 率 は,MFR:28.2±4.6ml/s,
AFR.16.0±2.7m1/sであ った.
40歳代16名の17回の測 定 で は,N型=12回(70.5%),
OT型4回(23.5%),NB型=1回(6.0%)で あ
った.若 年 成 人 よ りN型 が減 少 して いた,OT型 を示
した4例 は,排 尿 障 害 を 訴 え て い なか った が,NB型
を示 した例 は,検 診 に て 神経 因 性膀 胱 が疑 わ れ た 例 で
あ った,150ml以 上 の排 尿量 に お け る尿 流 量 率 は,
MFR:24.4±10.2ml/s,AFR:13.7±3.9m1/sであ
った.
50歳以上 で は,加 齢 と と もに,N型 が 減 少 し,os
型 が増 加 す る傾 向を 認 め た.N型 は,50歳代=45.4%,
60歳代:33.7%,70歳代:20.9%,80歳代:12,0%と
しだ い に減 少 し,OB型 は,「50歳代327・3%,60歳代
:38.0%,70歳代=50.3%,80歳代 以上:60.0%と増
加 して い た.他 の4波 型 は 年 代 に よ る 差 は 少 な く,
AP型 は10%前後,OT型 は15%前 後 で あ り,PP型
は,60歳 代=1.4%0,70歳代;1.1%,NB型 は,50歳
代:1.3%,60歳代:1.1%,70歳代:4.5%と 少 数 認
め られ た.NB型 は70歳代 に4.5%(8回)と や や 多






2)加 齢 と尿 流 量 率(Table3)
各 年 代 ご との 尿流 量 率 は 前 項 で述 ぺ たが,19歳 以 上
に お け る加 齢 と尿 流 量 率 に つ い て検 討 した.Table3
の如 くに,年 代 が 上 が るに した が い,尿流 量 率 は低 下 す
る 。MFRは50歳 代 と60歳代 で は 有 意 な低 下 を 示 さな
い が,他 の年 代 間 で は 有意 で あ った 。AFRは40歳 代
と50歳代 で は 有 意 な低 下 で あ った が,他 の 年 代 間 で
は,低 下 す る頃 向 は あ るが 有 意 で は な か った(0.1>p
>0.05).19歳以 上 全年 齢 に お け る年 齢 と150ml以
上 の排 尿 量 に お け る尿 流 量 率 の 相 関 を見 る と,MFR
お よびAFRは 加 齢 と と もに 有 意 に 低 下 し て い た
(MFR:y=-0.29294x-35.67985,r=-0.66873,
p<O.Ol,AFR;y=-o.16358x十19.93656,;r=-
0.65726,p<o.oi).10歳の 加 齢 ご とにMFRは,2.9
ml/s,AFRは,1.6ml/s「の低 下 を示 して いた.
3)波 型 と尿 流 量 率(Table4,Fig.3)
小 児 に お け るN型 は,前 述 の如 くす べ て50ml以 上
の排 尿 量 で あ'り,尿 流 量 率 は,,MFR:13.3±2.7
mlIs,AFR=7,7±2,0mi/sであ った..'若年成 人 に お
い て も150ml以 上 の 排 尿 量 を得 た 例 は す ぺ てN型 で
あ り,Mrx:28.2±4.6ml/s,AFR:16.o±2,7ml/s
で あ った.40歳 以 上 で は各 年 代 と も,N型 以外 の波 型
も多 く認 め られ る ため 一 群 と して 尿流 量 率 を 検 討 し
た.各 波 型 ご との 尿 流量 率 は,Tablc4の 如 く で あ
り,MFRはN・AP・OT・PP・NB・OB型 の 順
に,AFRはN-OT・AP・PP・NB・OB型 の 順 に
低 値 を 示 して い た.N型 は小 児 と若 年成 人 の中 間 に 位

























は,ボ ランテ ィアの小児であり,残尿量測定 ・膀胱尿
道造影 ・膀胱尿道内圧測定などは施行されてはいない
が,怒 責排尿ではなく器質的異常は否定できると思わ



























































































































なお,本 論文の要旨 は第49回東部連合総 会1こて発表 した。
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